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１１月２７日(日) さくらぴあ大ホールにて「くさのみ３０周年感謝の集い」を開催しま

した。天候の悪い中にもかかわらず、６００人近い方にご来場いただきました。くさのみ福

祉会は昭和６１年１月にくさのみ作業所(無認可)を開所して３０周年を迎えることができ

ました。これもひとえに、行政をはじめ、ご家族、ボランティアの皆さま、企業、地域住民

の方々のおかげと感謝いたしております。 

くさのみ３０周年感謝の集い 

集いでは、長年にわたりお世話になって

いる方々に感謝の思いをお伝えし、感謝状

贈呈のセレモニーをおこないました。 

また、利用者（メンバー）による和太鼓

やハンドベルの演奏、さんぷる～ずさんの

コンサート、壮年チームの寸劇などを楽し

みました。 

お世話になっている方々へ利用者から感謝状贈呈 

手話・要約筆記 

「レッド・タイ」によるハンドベル演奏 

司会の倉本さん 
（ＦＭはつかいち） 

和太鼓クラブ「情熱」による開幕太鼓 

フィナーレ大合唱前の歌唱練習の様子  

① 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くれよんの職員による「チポリーノの冒険」 

ロビーでは、展示を

おこないました。 

ゲストミュージシャン「さんぷる～ず」のコンサート 

壮年チームの水戸黄門 

ありがとう ～もっとずっとこれからも～ 

利用者の“未来への夢や希望のメッセージ”で 

できた気球に、「くれよん」のマスコット『くれ

ちゃん・よんちゃん』が乗っています。山や空は

「くれよん」の子どもたちが色づけしました。 

                                

医療法人ハートフル 串戸商工振興会  串戸地区自治協議会 くさのみ作業所家族会 

西向寺仏教婦人会 佐伯西組仏教婦人会連盟 専念寺仏教婦人会 ＪＡ宮内女性部 Raiz廿日市 

ソロプチミストウエスト広島 さといもの会 生活介護事業所ラピスラズリ 社会福祉法人やぎ 

社会福祉法人友和の里 社会福祉法人桜虹会 廿日市高齢者ケアセンター 藤澤税理士事務所  

広島中央ライオンズクラブ ムックハウス家族会 有限会社漁野建設 廿日市市手をつなぐ育成会 

みずもと進物店  ＮＰＯ法人むぎの家  飯川智恵子 生川明宏 生川加代子 井上恭子  

今津俊昭 門村敏子 唐津義憲 川本節子 笹川信子 斉藤猷子 澤山享子 杉山和子 秦淳子 

鶴原富夫 中野幸三 平岡厚子 福島房子 藤井英子 水戸孝行 吉富誠子 吉増雅史  

八崎眞理子 山先方江 横路久 （順不同・敬称略） 

 

フィナーレは、メンバー・ご家族・職員の思いの詰まった歌詞で

綴ったオリジナルソング「ありがとう咲かそう」を総勢約１００人

で大合唱しました。ご家族への感謝の気持ちを込めた利用者（メン

バー）の笑顔がスクリーンに映し出され、心を打たれる場面もあり

ました。 

笑顔あふれるあたたかい集いとなり、大変うれしく思っておりま

す。あわせまして、この集いにご協力いただきましたすべての皆さ

まに心よりお礼申し上げます。 

このツリーは、作業所・グループホームの利用者全員の指スタンプで制作しました。当日お越

しの皆様には、クリアファイルにし、集いの冊子と合わせて配布させていただきました。 

② 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年４月に発生した「熊本地震」。当時メディアなどで大きく取り上げられ

ていましたが、現在では少なくなっています。昨年の１０月９日から７日間、

きょうされんを通じて、くさのみ作業所職員が被災地支援のため現地に行って

きました。実際に訪れてみて初めてわかった被害状況や、被災された方々の直

面している様々な苦労や課題を知ることが出来ました。 

  

１日目  オリエンテーション 

～福祉施設職員の経験から～ 

10 月 14 日発行の現地新聞より 

現地入り後のオリエンテーションにて、被災

した作業所職員さんから、当時の様子を伺いま

した。そのお話の中で「この度の震災で障がい

を持っている方が避難所に避難しづらいとい

うことがありました。ご家族の方が避難所にい

る地域の方々に迷惑をかけてしまうのではと

思ったからです。このようなことを防ぐために

は、みなさんの地域で今後震災が発生した時、

避難所でお互いが助け合えるような地域づく

りをしていってください。そのためには日頃か

ら地域の中に、どのような障がいを持っている

方が住んでいるのかを、市民の方々に伝えてく

ださい。」と言われたのが印象的でした。 

また、避難所生活の中での課題や利用者とご

家族の方々の苦悩、物資が足りないこと、被災

地の隅々にまで届かないことなどの実体験も

お聴きすることができました。 

 

障がいのある

被災者を対象

に配布された

ＳＯＳチラシ 

２日目からは、「被災地障害者センターくま

もと」に派遣されました。一人では家の片付

けが難しい方の手伝い、地震によって壊れて

しまったお墓の整備、回収作業で出たゴミの

廃棄など、様々な内容の支援依頼を受けまし

た。作業の合間、地元の方からも震災の体験

談をお聴きすることができ、改めて地震の恐

ろしさを知りました。 

１週間という短い期間でしたが、たくさん

の出会いがあり、その中で被災された方々か

らたくさんの「ありがとう」の言葉を頂きま

した。逆に私が励まされた思いです。被災地

の皆さんが心から笑顔で過ごせる日を早く取

り戻してほしいです。 

まだまだ被災地で 

困っている方がたく 

さんおられます。 

一日も早い復興を 

心から願っています。 

2日～７日目 

～被災地支援活動～ 

③ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本の仲間や大会に携わ

った方から、「ささえて・さ

さえられて・ありがとう」と

のメッセージを受け、普段か

ら地域と関わっていくこと

やつながることの大切さを

実感しました！ 

みんなの思いが詰ま

った大会スローガン 

１０月２２～２３日に開催された、きょうされん全国大会。まだ

まだ震災の爪痕が残る地で、今回開催されたことは大変意義深いも

のでした。当日は利用者や家族、職員、そして一般参加者など総勢

2200 人以上が集まり、大会を盛り上げました。くさのみ福祉会 

からも６名が参加しました。 

 

虹の会 ２０周年記念行事 

はばたこう虹色の明日へ 

全国から寄せられた、たくさん

の応援メッセージ 

２０年のあゆみをスライド・寸劇で振

り返り、今後に向けてのみんなの思い

をそれぞれ発表しました。集いの終盤

では、参加者全員で虹の会オリジナル

ソングを大合唱、歌とダンスで気持ち

を一つにしました。 

 １２月７日（水）に広島サンプラザホテルで「虹の会(※)

２０周年記念行事」が開催されました。活動内容の報告と

ともに誕生２０周年の祝いと、会員交流や会員同士の親睦

を深め合いました。 

福山市から廿日市市まで、利用者、職員計８３名が参加

しました。２０年を経過した仲間の会は広島県が初めてで、

全国各地からも注目を浴び、たくさんの祝辞をいただきま

した。 みんなの思いや願い

を発表しました！ 

※虹の会‥広島県内のきょうされん加盟事業所の利用者で構成された会。 

地震にも負けずに、 

がんばっています！ 

④ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の中で、普通に暮らすために、障がいのあ
る人が受ける障がい福祉制度としての支援。それ

が、６５歳になったとたんに介護保険制度が優先
されることとなります。これが、いわゆる「６５

歳問題」です。 
６５歳になったことのみを理由に、障がい福祉

制度から介護保険制度に移行させられ、低所得者
からも１割負担（毎月１万５千円）を強いるのが、

今の介護保険制度です。障がいが軽くなるわけで
も、収入が増えるわけでもありません。それなの

に、１割の自己負担が 
新たに生じることとな 

る現行の制度（注）は、 
制度上の欠陥としか言 

えないのではないでし 
ょうか。 

廿日市市では、当事者（障がいのある人）の願

いをしっかりと受け止め、６５歳になることのみ

で生じてくる利用者負担額（１割負担）の一部（約

半額）を市が助成する制度を平成２８年８月から

実施しています。（高額障害福祉サービス費） 

この制度は、全国的にも例がなく、全国の障が

いのある人の運動を大きく励ますことにもなっ

ています。しかしながら、他の自治体では、これ

まで通っていた作業所に通えなくなる（高齢者の

デイサービス利用しか認められない）という実態

や、受けるサービスの内容が大きく制限される事

態も起こっています。 

廿日市市では、全国に先駆けて 

画期的な制度を実現、実施！！ 
 

２０１０年１月７日 基本合意調印後の報告会の様子  

厚生労働省講堂にて 写真右から３人目は、自立支援法違憲訴訟 

原告代表 秋保喜美子さん（くさのみ作業所利用者） 

◇障害者自立支援法違憲訴訟◇ 

 

 

日本は、障害者権利条約を批准しました。そ
の本質は、「他の者（障がいのない人）との平

等」です。障がいがあるが故の生活の困難さ（生
きづらさ）を社会で保障しようという考えで

す。誰がいつ障がい者となるかわかりません。
「障がいがあっても人間らしく生きていきた

い」そんな、誰もが願う社会となるよう、国民
みんながこのことに関心を寄せてもらいたい

と思っています。 
 

※今回のくさのみだよりに同封しております
「請願署名」の内容をご一読ください。 

⑤ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くさのみ作業所では平成 4 年の法人化以降、約２5 年間にわたり

利用者に給食を提供しています。利用者が美味しく食べやすくする

ための工夫として、きざみ食、ミキサー食、アレルギー対応食など

の個別対応も行っています。献立表作りでは、栄養バランスはもち

ろんのこと、最近家庭では食べる機会が減っているメニューも意識

して取り入れています。また季節感を大切にし、給食を通じて四季

を感じてもらいたいという気持ちを込めています。 

【恵方巻き】 

毎年定番２月３日の節分メニュ

ー。今年も大好評でした。 

 
広島西こども発達支援センターくれよんに３つのありがとう♪ 

各団体から、助成金やプレゼントをいただきました。 

地域の方にあたたかく見守っていただき、本当にありがとうございます。 

中央競馬馬主社会福祉財団 

施設設備等助成金 

(広島県共同募金会) 

生協ひろしま 

 

助成金で 

ままごとセットを購入しました 

ゆめタウン 廿日市 

食品館 

お菓子入りブーツを 

プレゼントして 

いただきました 

12 月 3 日（土）、「ゆめタウン廿日市」さんにて、２回目とな 

る「障害者週間イベント」が開催されました！前回同様、３階フロ 

アで自主製品の対面販売や手話教室、バルーンアートのほか、２階 

の市民ホールでは、絵本「障害者権利条約」の上映と、パネルによ 

る事業所紹介や作品展、喫茶コーナー、そして今回は１階フロアに 

て、くさのみ＆ピクトのお菓子の無料配布（※）も行いました。 

土曜日開催ということもあり、各階とも１日中賑わい、販売ブー 

スでは早々と売り切れる商品が続出！ 

ご来場いただいたお客様に感謝の気持 

ちでいっぱいです。また一昨年に引き 

続き、機会と場所をご提供いただいた 

ゆめタウン廿日市さん、ありがとうご 

ざいました。 

 

⑥ 

助成金で 

ブランコを購入・設置しました 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１０月～平成２８年１２月受付分 
 
安芸コスモスゾンタクラブ  愛とふれあいのバザー実行委員会  串戸六丁目町内会 

畠山孝子 くさのみ作業所家族会 大元誠司 くさのみ原作業所家族会 そば処花や 
匿名希望３件 （順不同・敬称略） 

ご寄附ありがとうございました 

署名活動にご理解 

ご協力ください。 

お一人でも多くの方

のお力添えをお待ちし

ています。皆さまのご

協力をよろしくお願い

いたします!!!!! 

☆今号のたよりに 

同封してあります 

署名用紙の内容に 

ご賛同いただけれ 

ば、ご署名の上、 

直接くさのみ作業

所かピクトハウスにご持参いただくか、郵送

（申し訳ありませんが送料はご負担いただ

くようになります。）にて、活動にご協力い

ただければ幸いです。 

まだ２０１７年も始まったばかりです

が、なにかと節目の多かった昨年を振り返

ることもしばしば‥手前味噌ではあります

が、くさのみ福祉会は３０年の歴史を祝っ

ていただいた年でもありました。ご家族や

地域の方々に支えられ、温かい雰囲気のな

かで記念行事を行うことができ、それはな

によりステージや会場に溢れた皆さんの笑

顔で感謝の思いも祝福の思いも表れていた

と思います。 

あと、個人的？に感慨深いことを加えれ

ば、四半世紀振りとなる広島東洋カープの

リーグ優勝‥日本一には惜しくも届きませ

んでしたが、今後の更なるくさのみ福祉会

の発展と併せ、末永く応援してくだされば

と思います。どちらも真っ赤な熱い思いを

燃やし続けて。        （T・I） 

◆編 集 後 記◆ 

 

 

 
通 所 事 業 部：くさのみ作業所・ピクトハウス・夢工房 

生 活 事 業 部：ムックハウス・Ｌ＆Ｂ・ホープ・ハートインハウス 

 さくら木荘・ＳＡＩさん家・串戸・佐方 

相談支援事業部：相談支援事業所くさのみ(※委託：廿日市市

発達支援事業部：広島西こども発達支援センターくれよん 

廿日市特別支援学校放課後いきいき対策事業

 

 

〒738-0033 広島県廿日市市串戸５丁目３－２２ TEL 0829-31-2800 FAX 0829-31-2900 

社会福祉法人 くさのみ福祉会 

くさのみ福祉会後援会  TEL0829-31-2800  FAX0829-31-2900 
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